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1. はじめに  

インターネット上には，膨大な画像メディア

コンテンツが散在している．これらの中から効

率的にユーザの嗜好に合致した画像メディアコ

ンテンツを選択収集することを可能にするシス

テムが重要となっている． 

本稿では，抽象画を対象とし，ユーザの嗜好を

反映したメディアコンテンツをリコメンドする方

式について検討する．一般に抽象画の良し悪しの

判断はユーザの感覚に委ねられており，物理現象

のように最適解が一意に収束する現象とは異なり，

解が偏在すると考えられる．そうした問題に対し

ては，生物の知能や生態を利用したアルゴリズム

を応用することで，抽象画の自然なリコメンデー

ションが可能になるのではないかと考えた．なぜ

ならば，現実の現象はそうした難しい問題を内包

しているにも関わらず，生物は現実的な時間で暫

定の解を導いていると考えられるからである． 

本研究では，カッコウ探索アルゴリズムを応用

したユーザの嗜好に合致した抽象画のリコメンデ

ーションシステムの実現方式を示す． 

本研究で対象とする抽象画を対象とした嗜好

にあったリコメンデーションを実現するには探

索空間を広範に探索しつつ，かつ，効率的にリ

コメンデーションすべき抽象画となりうる解に

近づく必要がある．本研究では，ランダムな探

索方法(ランダムウォーク)の中で優れたベンチ

マークをもつカッコウ探索アルゴリズムに着目

し，それを適用することで，ユーザの嗜好に合

致した抽象画を適確かつ効率的に提案するリコ

メンデーションシステムを実現する． 

2. 関連研究  

Katarya ら[1]は，k-means とカッコウ探索アル

ゴリズムを提案し, 映画の推奨システムを実現し

ている．Katarya ら[1]は,ユーザの過去に見た映
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図 1：カッコウ探索アルゴリズムを応用したリコ

メンデーション方式 
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画の評価データセットを使用している．ユーザ

の情報を巣とし，過去に見た映画の評価値を卵

としてカッコウ探索アルゴリズムに基づいたリ

コメンドシステムを可能とした． 

本研究では，抽象画データの特徴による k-

means のクラスタリングを行った上でそれを巣と

し，そこから適切な 5 枚の抽象画を卵としてカッ

コウ探索アルゴリズムに基づいた抽象画のリコ

メンドシステムを実現した． 

3.提案方式  

3.1 全体像 

図 1にカッコウ探索アルゴリズムを応用した抽

象画リコメンデーションシステムを示す．本方

式は大きく分けて, K-means 法を用いたクラスタ

リング,レヴィフライトを用いた画像セットの生

成,ユーザの評価,出力部によって構成される．  

3.2 k-means 法を用いたクラスタリング 

本システムは,抽象画データ群からユーザの好

みの抽象画候補を提案する．データの前処理と

して，各抽象画データを 16×16×3(縦×横×

RGB)にした上で，768 次元ベクトルとして表現し

た上で，主成分分析を用いて各抽象画データを 2

次元の特徴量として抽出する． 

図 2 に，抽象画データ群として 8145 枚の抽象

画データ[2]を準備し，これらのデータについて，

上記の処理をした結果を示す．主成分分析をし

た結果の 2軸で各抽象画の特徴を捕まえて，分布

していることが分かる． 

これらの 2 次元データ群を対象として，k-

means によって，クラスタに分ける．k の設定に

ついては予備実験により，抽象画について色彩

に基づきうまくクラスタに分かれるものを決定

することとする．また，k-means で作成されたそ

れぞれのクラスタをカッコウ探索アルゴリズム

の巣とする． 

上記のクラスタから，それぞれ抽象画 5 枚をラ

ンダムに選択する．この 5 枚の画像セットをカッ

コウ探索アルゴリズムの卵とする． 

3.3 レヴィフライトを用いた新しい卵の生成 

元の抽象画データ群の中から，レヴィフライ

トによって，新しい卵を生成する．レヴィフラ

イトによって，探索空間を広範になるように探

索性度を持たせる． 

3.4 ユーザの評価 

各クラスタから設定した卵およびレヴィフラ

イトによって設定した卵の中から，卵の中にあ

る 5 枚の画像をユーザに評価させ得点づける．本

方式では， 5枚ずつ提示して1つを選択させ、選

択された画像に 1得点加算し，最後に卵の合計点

を求める．カッコウ探索アルゴリズムに従って，

最も合計点の高い卵を次世代に残し，最も合計

点の低い卵を削除する．また，新しい卵が最高

得点だった場合は，新しい卵と同じクラスの卵

と入れ替える．巣は,各クラスタから選ばれた卵

と新しい卵の計５個が入る配列となることから,

上記アルゴリズムの最初の世代で欠落がでた巣

は次世代で補充する．  

3.4 出力部 

上記 3節の世代更新を終了条件まで繰り返す．

終了条件は，最高点の卵のクラスタが 3 回同一で

ある場合，および，最高点の卵のクラスタが 10

世代たっても収束しない場合とする．前者は，

クラスタが特定できているため，そのクラスタ

から提案する抽象画を抽出できる．後者は，提

案する抽象画が特定できないため，再度最初か

ら実行を行う． 

4. おわりに  

本稿ではカッコウ探索アルゴリズムを応用し

たユーザの嗜好に合致した抽象画のリコメンデ

ーションシステムの方式について示した．本方

式を実現することにより，ユーザの嗜好に合致

した抽象画を適確かつ効率的に提案することが

可能となると考えられる． 

今後の課題として，被験者による実システム

を使った本方式の検証，抽象画以外のメディア

コンテンツを対象とした本方式の展開を考えて

いる． 
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図 2：8145 枚の抽象画データ群の主成分分析を

行った結果の 2次元分布 
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